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西
松

輝
高

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

旧
年
中
は
輝
城
会
グ
ル
ー
プ
の
事
業

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
た
ま
わ
り

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
四
年
の
年
頭
に
臨
み
、
『
輝
城

会
広
報
誌
新
年
号
』
発
刊
に
寄
せ
て
ご

挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
デ
ル
タ
か
ら
オ
ミ
ク
ロ
ン
へ
】

令
和
三
年
七
月
二
十
三
日
か
ら
十
七

日
間
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
の
選
手
団
が
躍

動
し
、
我
が
国
史
上
最
多
と
な
る
金

、

銀

、
銅

の
計

個
の

メ
ダ
ル
を
獲

得
し
ま
し
た
。

そ
の
興
奮
も

冷
め
や
ら
ぬ

中
で
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開

幕
を
四
日
後
に
控
え
た
八
月
二
十
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
第

五
波
は
ピ
ー
ク
に
達
し
、
こ
の
日
東
京

は
五
千
四
百
五
人
、
群
馬
県
で
も
三
百

四
人
の
感
染
が
報
告
さ
れ
、
大
阪
、
神

奈
川
、
愛
知
な
ど
十
五
の
府
県
で
過
去

最
多
と
な
る
感
染
者
数
を
記
録
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
国
内
全
体
で
も
感
染
者
数

は
過
去
最
多
の
二
万
五
千
八
百
七
十
六

人
と
な
り
、
す
で
に
能
力
の
限
界
に
達

し
て
い
た
保
健
所
機
能
と
相
ま
っ
て
全

国
各
地
で
医
療
体
制
が
ひ
っ
迫
し
、
地

域
に
よ
っ
て
は
医
療
崩
壊
が
起
こ
る
な

ど
デ
ル
タ
変
異
株
の
猛
威
に
よ
っ
て
私

た
ち
の
生
活
が
根
本
か
ら
揺
ら
ぐ
事
態

に
陥
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
九
月
に
入

る
と
第
五
波
は
急
速
に
収
束
に
向
か
い
、

九
月
三
十
日
に
は
十
九
の
都
道
府
県
の

緊
急
事
態
宣
言
と
、
八
県
の
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
が
全
面
解
除
さ
れ
、
翌

十
月
一
日
の
全
国
の
感
染
者
数
は
一
千

八
百
二
人
に
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
急

激
な
減
少
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
一

つ
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
展
が
大
き

な
要
因
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国

で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
初
動
が
遅
れ
た

た
め
、
第
五
波
の
初
期
の
頃
か
ら
全
世

代
で
接
種
が
飛
躍
的
に
進
ん
だ
一
方
、

第
五
波
で
感
染
し
た
人
が
免
疫
を
得
た

こ
と
が
重
な
っ
た
た
め
想
定
外
の
収
束

に
繋
が
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
十
一
月
に
は
全
国
の
一
日

の
感
染
者
が
五
十
人
と
い
う
日
も
あ
る

な
ど
、
年
末
に
か
け
て
感
染
者
数
は
劇

的
な
減
少
傾
向
を
た
ど
り
ま
し
た
。

そ
し
て
新
年
を
迎
え
た
今
、
私
た
ち

は
再
び
新
た
な
変
異
株
の
脅
威
に
さ
ら

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
変

異
株
に
つ
い
て
は
、
米
国
で
従
来
型
に

対
す
る
割
合
が
わ
ず
か
一
ヵ
月
で
九
十

％
以
上
に
達
す
る
な
ど
の
デ
ー
タ
が
示

さ
れ
た
ほ
か
、
実
行
再
生
産
数
（
一
人

の
感
染
者
が
次
に
平
均
何
人
に
移
す
か

を
表
す
指
標
）
で
は
デ
ル
タ
株
の
三
倍

か
ら
四
倍
と
推
定
さ
れ
る
な
ど
、
感
染

力
は
こ
れ
ま
で
で
最
も
強
い
と
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
発
生
地
と
さ
れ
る
南
ア
フ
リ
カ
や
、

昨
年
末
に
一
日
の
感
染
者
が
二
十
万
人

近
く
に
達
し
た
英
国
で
は
、
感
染
後
に

入
院
す
る
リ
ス
ク
は
デ
ル
タ
株
に
比
べ

て
三
分
の
一
程
度
な
ど
と
も
言
わ
れ
た

こ
と
か
ら
、
「
重
症
化
の
リ
ス
ク
は
低

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
方
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
よ

う
な
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
し
ま
う
こ

と
は
い
か
に
危
険
で
あ
る
か
は
、
我
が

国
に
お
け
る
第
三
波
や
第
五
波
の
経
験

が
証
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
】

こ
の
よ
う
に
二
〇
二
一
年
も
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
は
沈
静
化
す
る
ど

こ
ろ
か
次
か
ら
次
へ
と
新
た
な
フ
ェ
ー

ズ
に
移
り
変
わ
り
、
私
た
ち
医
療
関
係

ご挨拶

新
年
の
ご
挨
拶
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輝
城
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ー
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者
も
コ
ロ
ナ

対
策
・
対
応

に
追
わ
れ
た

一
年
と
な
り

ま
し
た
。

そ
ん
な
二

〇
二
一
年
で

し
た
が
、
輝

城
会
グ
ル
ー
プ
で
は
職
員
一
丸
と
な
っ

て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
は
じ
め
感
染
対
策

を
徹
底
し
な
が
ら
、
や
が
て
来
る
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
向
け
た
礎
を
築
く

こ
と
に
傾
注
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

沼
田
脳
神
経
外
科
循
環
器
科
病
院
で

は
五
月
、
脳
神
経
外
科
に
脊
椎
脊
髄
外

科
専
門
医
で
あ
る
田
中
聡
医
師
を
迎
え
、

北
毛
地
域
で
唯
一
の
「
脊
髄
セ
ン
タ
ー
」

を
開
設
し
、
同
月
心
臓
血
管
外
科
に
は

若
手
の
兼
村
禎
大
医
師
、
十
月
に
は
脳

神
経
血
管
内
治
療
専
門
医
で
あ
る
藤
本

剛
士
医
師
を
「
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
長
」

と
し
て
迎
え
、
本
年
五
月(

※)

に
は
開

頭
手
術
と
血
管
内
手
術
の
“
二
刀
流
”

を
目
指
し
修
練
を
積
ん
だ
脳
神
経
外
科

の
女
性
医
師
の
着
任
も
内
定
し
て
い
ま

す
。
医
師
の
増
員
の
か
た
わ
ら
で
、
脳

・
心
臓
疾
患
に
よ
る
命
に
関
わ
る
失
神

の
治
療
を
行
う
「
失
神
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
た
ほ
か
、
手
術
室
に
こ
の
分
野

に
お
い
て
世
界
一
と
評
価
さ
れ
る
最
新

鋭
の
手
術
用
顕
微
鏡
を
導
入
す
る
な
ど

安
全
で
精
度
の
高
い
手
術
を
行
う
た
め

の
設
備
の
更
新
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
沼
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
四
月
に
口
腔

外
科
及
び
顎
関
節
の
専
門
医
で
あ
る
矢

島
哲
弥
医
師
を
迎
え
、
入
院
対
応
が
可

能
な
北
毛
唯
一
の
本
格
的
な
歯
科
口
腔

外
科
と
し
て
診
療
体
制
を
一
層
充
実
さ

せ
ま
し
た
。
感
染
症
対
応
と
し
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
強
力
に

推
進
し
、
グ
ル
ー
プ
の
職
員
総
出
体
制

で
通
常
診
療
終
了
後
や
日
祭
日
も
休
ま

ず
、
四
月
二
十
一
日
か
ら
最
終
十
一
月

九
日
ま
で
の
間
に
計
一
万
一
千
四
百
四

十
三
回
の
接
種
を
行
い
ま
し
た
。
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
は
吾
妻
脳
神
経
外
科
循
環

器
科
で
も
六
月
十
日
か
ら
九
月
末
ま
で

で
三
百
二
十
三
人
に
接
種
を
行
う
な
ど

地
域
貢
献
を
果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に

城
西
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
四
月
に
放
射

線
科
診
断
専
門
医
、
核
医
学
専
門
医
で

あ
る
小
林
進
医
師
を
新
院
長
と
し
て
迎

え
、
画
像
診
断
を
通
じ
た
更
な
る
地
域

貢
献
に
向
け
て
診
療
体
制
を
一
新
し
ま

し
た
。

他
方
介
護
事
業
で
は
、
七
月
に
懸
案

だ
っ
た
吾
妻
地
域
に
お
け
る
訪
問
入
浴

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
あ
が
つ
ま
在
宅
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
を

集
約
し
た
上
、
訪
問
介
護
・
訪
問
入
浴

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。
さ

ら
に
そ
の
後
十
一
月
に
は
同
地
域
の
高

齢
化
や
認
知
症
の
増
加
傾
向
に
鑑
み
、

み
ん
な
の
家
な
か
ん
じ
ょ
を
「
認
知
症

対
応
専
門
施
設
」
、
な
か
ん
じ
ょ
在
宅

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
を
「
リ
ハ
ビ
リ
強
化
型

施
設
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
特
化
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
通
所

介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
事
業
の
相
互

移
管
を
図
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
長

引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
輝
城
会
グ

ル
ー
プ
で
は
や
が
て
訪
れ
る
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
の
時
代
に
向
け
て
、
や
る
気
の
あ

る
職
員
が
躍
動
し
た
一
年
で
あ
っ
た
こ

と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

【
明
る
い
未
来
図
を
描
こ
う
】

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
て
丸
二
年
が

経
過
し
た
今
、
な
お
終
息
の
道
筋
が
見

え
な
い
状
況
で
す
が
、
沼
田
脳
神
経
外

科
循
環
器
科
病
院
は
二
月
十
五
日
に
六

床
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
仮

設
病
床
の
開
設
を
予
定
し
、
沼
田
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
す
で
に
十
二
月
三
十
・
三

十
一
日
と
一
月
三
日
、
職
員
を
対
象
に

三
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
本
年
も
し
ば
ら
く
は
感
染
症

対
応
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
が
、
一
方
で
沼
田
脳
外
で
は
、

「
心
不
全
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
と
、
い

わ
ゆ
る
“
隠
れ
心
房
細
動
”
の
発
見
に

貢
献
す
る
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
用
い

た
心
電
図
解
析
装
置
、
ま
た
Ｖ
Ｒ
（
仮

想
現
実
）
を
活
用
し
た
リ
ハ
ビ
リ
機
器
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
発
症
十

五
～
二
十
年
前
の
極
超
早
期
発
見
を
可

能
に
す
る
新
型
高
磁
場
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
導
入

な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
積
年
の

目
標
だ
っ
た
Ｓ
Ｃ
Ｕ
（
脳
卒
中
ケ
ア
ユ

ニ
ッ
ト
）
の
開
設
も
視
野
に
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
た
沼
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

吾
妻
脳
外
と
も
に
老
朽
化
が
進
み
手
狭

と
な
っ
た
建
屋
の
新
築
・
移
転
に
つ
い

て
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
更
新
な
ど
も
検
討
し
、

必
要
な
ス
ペ
ー
ス
を
勘
案
し
て
候
補
地

を
模
索
す
る
な
ど
、
具
体
的
な
青
写
真

の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

介
護
事
業
で
は
、
昨
年
の
介
護
報
酬

改
定
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
」

を
進
化
さ
せ
、
「
科
学
的
根
拠
に
基
づ

く
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」
を
実
践
し

な
が
ら
、
「
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
そ

の
人
ら
し
く
、
い
き
い
き
と
」
利
用
者

さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
が
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
笑
顔

溢
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
一
層
努
力

し
ま
す
。

結
び
と
し
て
、
今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
と

の
闘
い
か
ら
解
放
さ
れ
、
皆
様
に
と
り

ま
し
て
笑
顔
と
幸
せ
に
満
ち
溢
れ
た
一

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

(

※)

そ
の
後
四
月
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
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藤
本

剛
士

皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
令
和
三

年
十
月
十
六
日
付
け
で
沼
田
脳
神

経
外
科
循
環
器
科
病
院
脳
卒
中
セ

ン
タ
ー
長
と
し
て
赴
任
い
た
し
ま

し
た
。

出
身
は
福
井
県
福
井
市
で
す
。

大
学
で
新
潟
に
出
て
、
平
成
七
年

新
潟
大
学
脳
研
究
所
脳
神
経
外
科

三
代
目
田
中
隆
一
教
授
の
非
常
に

紳
士
的
且
つ
精
巧
な
手
術
に
憧
れ

入
局
。
以
来
同
教
室
関
連
病
院

:

諏
訪
湖
畔
病
院
、
秋
田
赤
十
字
病

院
、
千
曲
中
央
病
院
、
富
山
県
立

中
央
病
院
、
新
潟
県
立
十
日
町
病

院
、
厚
生
連
長
岡
綜
合
病
院
、
済

生
会
水
戸
総
合
病
院
、
燕
労
災
病

院
、
武
田
総
合
病
院
（
福
島
県
会

津
）
、
厚
生
連
村
上
総
合
病
院
を

勤
務
。
流
石
に
福
井
県
出
身
者
は

い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
群

れ
と
い
っ
た
趣
味
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
お
酒
と
カ
ラ
オ
ケ
が
好
き
な

ぐ
ら
い
で
す
。

さ
て
、
小
生
の
得
意
分
野
に
つ

い
て
少
し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
血
管
内
治
療

の
中
に
は
血
行
を
再
建
す
る
手
技

（
急
性
期
血
行
再
建
術
、
頸
部
頸

動
脈
狭
窄
症
ま
た
は
閉
塞
症
に
対

す
る
頸
動
脈
ス
テ
ン
ト
留
置
術
、

頭
蓋
内
主
冠
動
脈
経
皮
的
血
管
拡

張
術
）
と
血
行
を
遮
断
す
る
手
技

（
脳
動
脈
瘤
コ
イ
ル
塞
栓
術
、
脳

動
静
脈
奇
形
塞
栓
術
、
脳
硬
膜
動

静
脈
瘻
塞
栓
術
、
難
治
性
鼻
出
血

に
対
す
る
蝶
口
蓋
動
脈
塞
栓
術
。

難
治
性
慢
性
硬
膜
下
血
腫
に
対
す

る
中
硬
膜
動
脈
塞
栓
術
、
髄
膜
腫

や
血
管
芽
細
胞
腫
な
ど
の
術
前
腫

瘍
栄
養
動
脈
塞
栓
術
）
が
あ
り
ま

ご
挨
拶

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
長

馬
県
の
と
な
り
新
潟
県
が
多
い
た

め
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
病
院
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。

教
授
退
官
を
機
に
、
脳
血
管
内

治
療
の
世
界
的
権
威
で
あ
る
当
時

和
歌
山
労
災
病
院
の
寺
田
友
昭
教

授
に
弟
子
入
り
し
、
そ
の
後
新
潟

脳
外
科
病
院
に
て
脳
血
管
内
治
療

と
直
達
手
術
を
任
さ
れ
、
県
内
ト

ッ
プ
の
手
術
件
数
で
診
療
部
長
と

し
て
七
年
間
勤
務
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
恩
師
の
紹
介
で

宇
都
宮
記
念
病
院
へ
脳
血
管
内
治

療
担
当
科
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
渦
で
碌
に
宇
都
宮

を
知
ら
ぬ
ま
ま
に
、
今
回
家
庭
の

事
情
で
新
潟
に
近
い
沼
田
の
地
に

や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
妻
は
元

新
潟
大
学
附
属
病
院
の
看
護
師
で
、

子
供
は
男
ば
か
り
三
人
で
す
。
こ

す
。
中
で
も
シ
ャ
ン
ト
疾
患
（
脳

動
静
脈
奇
形
と
硬
膜
動
静
脈
瘻
）

に
対
す
る
経
静
脈
的
Ｏ
ｎ
ｙ
ｘ
塞

栓
術
と
頸
部
頸
動
脈
完
全
閉
塞
亜

急
性
期
症
例
に
対
す
る
頸
動
脈
ス

テ
ン
ト
留
置
術
は
恩
師
の
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
で
も
あ
り
、
国
内
初
症
例

や
高
度
難
治
症
例
も
経
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
群
馬
県
は
も

ち
ろ
ん
全
国
一
般
的
な
脳
神
経
外

科
で
行
わ
れ
て
い
な
い
最
先
端
の

血
管
内
手
術
を
今
後
当
院
で
施
行

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

五
十
過
ぎ
の
新
参
者
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
是
非
温
か
く
見
守
っ

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
後
と

も
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ご挨拶

日
本
脳
神
経
外
科
学
会

脳
神
経
外
科
専
門
医

日
本
脳
神
経
血
管
内
治
療
学
会

脳
血
管
内
治
療
専
門
医

日
本
脳
卒
中
学
会

専
門
医
・
指
導
医
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令
和
三
年
九
月
、
手
術
室
に
最

新
型
手
術
顕
微
鏡
「C

a
r
l
Z
e
i
s
s

K
I
N
E
V
O
9
0
0

」
が
納
入
さ
れ
ま
し

た
。
群
馬
県
で
は
一
台
目
に
な
る

と
の
こ
と
で
す
。

K
I
N
E
VO

は
手

術
顕
微
鏡
と
し
て
も
世
界
最
高
峰

の
性
能
を
有
し
て
い
ま
す
が
、
何

よ
り
も
そ
の
特
長
は
「
外
視
鏡
」

と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
で
す
。

最
大
焦
点
距
離
が
従
来
の

か
ら

と
な
り
、
対
物
レ
ン
ズ

を
高
い
位
置
ま
で
上
げ
て
、
接
眼

レ
ン
ズ
を
覗
く
こ
と
な
く
４
Ｋ

イ
ン
チ
の
モ
ニ
タ
ー
で
３
Ｄ
ゴ
ー

グ
ル
を
か
け
て
立
体
視
し
な
が
ら

手
術
を
行
う
の
が
外
視
鏡
手
術
で

す
。
外
視
鏡
専
用
機
と
し
て
は
オ

リ
ン
パ
ス
の

O
R
B
E
Y
E

が
あ
り
ま

す
が
、
顕
微
鏡
と
併
用
で
き
る
機

種
は
世
界
で

K
I
N
E
V
O

だ
け
で
す
。

数
年
前
か
ら
脳
外
科
の
学
会
で

は
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

「
十
年
後
に
は
顕
微
鏡
手
術
は
な

く
な
り
す
べ
て
外
視
鏡
手
術
に
な

る
」
と
言
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し

た
。
私
の
よ
う
な
還
暦
を
過
ぎ
た

脳
外
科
医
に
は
外
視
鏡
な
ど
縁
が

な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
意
外

に
私
の
よ
う
な
者
で
も
で
き
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
皮
膚
切
開

の
段
階
か
ら
接
眼
レ
ン
ズ
部
分
を

手
術
台
よ
り
は
る
か
上
方
に
上
げ

た
状
態
で
３
Ｄ
録
画
し
な
が
ら
肉

眼
（
マ
ク
ロ
）
モ
ー
ド
で
手
術
を

開
始
し
、
そ
の
後
、
拡
大
し
て
外

視
鏡
モ
ー
ド
で
従
来
顕
微
鏡
下
に

行
っ
て
い
た
手
術
操
作
を
行
い
、

最
も
重
要
な
部
分
の
手
術
を
行
う

時
に
は
慣
れ
た
顕
微
鏡
モ
ー
ド
で

行
う
と
い
う
三
通
り
の
使
い
方
が

で
き
ま
す
。
特
に
私
が
行
っ
て
お

り
ま
す
脊
椎
脊
髄
手
術
は
脳
手
術

に
比
べ
て
そ
れ
ほ
ど
術
野
が
深
く

な
く
狭
く
な
く
、
あ
ま
り
強
拡
大

を
必
要
と
し
な
い
点
で
外
視
鏡
手

術
に
向
い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

特
に
現
在
最
も
多
く
行
っ
て
い
る

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
に
対
す
る
筋

肉
温
存
椎
間
除
圧
術
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｄ

手
術
）
は
術
野
も
浅
く
、
ほ
と
ん

ど
顕
微
鏡
モ
ー
ド
を
使
用
せ
ず
、

外
視
鏡
モ
ー
ド
だ
け
で
手
術
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
外
視

鏡
手
術
の
長
所
と
し
て
は
、
接
眼

レ
ン
ズ
の
位
置
に
よ
り
術
者
が
不

自
然
な
姿
勢
と
な
ら
ず
に
済
む
こ

と
、
３
Ｄ
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け
れ
ば

手
術
室
に
居
る
ス
タ
ッ
フ
が
全
員
、

大
型
３
Ｄ
モ
ニ
タ
ー
に
よ
り
術
野

を
共
有
で
き
、
特
に
教
育
面
に
お

い
て
有
用
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
い
ず
れ
は
本
機
を
用
い

た
脊
髄
外
視
鏡
手
術
に
関
す
る
学

会
発
表
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

最
新
型
手
術
顕
微
鏡
を
導
入
し
ま
し
た
。

mm
500

mm
650

55

～
３
Ｄ
画
像
を
表
示
す
る
モ
ニ
タ
ー
に
顕
微
鏡
の
画
像
を

映
し
安
定
し
た
姿
勢
で
手
術
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
～

脊
髄
セ
ン
タ
ー
長

田
中

聡
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《
リ
ハ
ビ
リ
強
化
型
》

地
域
密
着
型
通
所
介
護
の
開
始

な
か
ん
じ
ょ
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

な
か
ん
じ
ょ
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
で
は
、
令
和
三
年
十
一
月
一
日

よ
り
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護

（
旧
み
ん
な
の
家
な
か
ん
じ
ょ
）

を
開
始
し
、
リ
ハ
ビ
リ
強
化
型
施

設
と
し
て
新
た
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
利
用
定
員
は
一
日
十
五

名
と
小
規
模
で
は
あ
り
ま
す
が
、

リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
か
ら
指
導
を
受

け
た
職
員
の
個
別
リ
ハ
ビ
リ
や
充

実
し
た
リ
ハ
ビ
リ
機
器
を
使
用
し

て
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

医
療
機
関
で
提
供
し
て
い
る
リ

ハ
ビ
リ
の
延
長
の
よ
う
な
機
能
面

に
特
化
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
在

宅
生
活
の
介
護
量
の
軽
減
に
向
け

た
基
本
動
作
能
力
の
向
上
、
慢
性

的
な
疼
痛
を
抱
え
る
方
の
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
幅
広
い
領
域
で

利
用
者
一
人
一
人
に
あ
っ
た
リ
ハ

ビ
リ
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

医
療
リ
ハ
ビ
リ
か
ら
介
護
リ
ハ
ビ

リ
へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
が
で
き
る

よ
う
近
隣
の
医
療
機
関
と
連
携
を

取
り
、
自
宅
退
院
後
の
リ
ハ
ビ
リ

継
続
を
目
的
と
し
た
利
用
や
通
所

リ
ハ
ビ
リ
か
ら
サ
ー
ビ
ス
移
行
が

依
頼
が
さ
れ
る
よ
う
な
レ
ベ
ル
の

高
い
リ
ハ
ビ
リ
強
化
型
施
設
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

施
設
内
に
併
設
さ
れ
て
い
る
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
関
し
ま
し
て
も
、

在
宅
で
生
活
で
き
る
機
能
を
維
持

す
る
目
的
で
の
集
団
リ
ハ
ビ
リ
の

提
供
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
リ
ハ

ビ
リ
専
門
職
の
個
別
リ
ハ
ビ
リ
目

的
で
利
用
さ
れ
る
方
も
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
今
度
も
な
か
ん
じ
ょ

在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
リ
ハ
ビ
リ

強
化
型
施
設
と
し
て
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
通
し

て
北
毛
地
区
（
主
と
し
て
吾
妻
地

区
）
の
リ
ハ
ビ
リ
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
体
制
づ
く
り
を
強

化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

代表ＴＥＬ 0279-75-2800

吾妻地区（中之条町）の通所介護事業の再編

当グループの吾妻地区（中之条町）における通所介護事業は、

みんなの家なかんじょにて『地域密着型通所介護』を、なかん

じょ在宅ケアセンターでは『認知症対応型通所介護』を運営し

ておりましたが、みんなの家なかんじょは開設以来一貫して

『認知症対応型共同生活介護（グループホーム）』の事業に力

を入れて運営してきたことから、当該事業所を認知症対応に特

化した施設として、さらになかんじょ在宅ケアセンターでは、

リハビリを強化したデイサービス運営を行っていくこととし、

相互のデイサービスの入替を行いました。
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『
認
知
症
対
応
専
門
施
設
』
へ

み
ん
な
の
家
な
か
ん
じ
ょ

な
か
ん
じ
ょ
在
宅
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
で
実
施
さ
れ
て
い
た
認
知
症
対

応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
「
み

ん
な
の
家
な
か
ん
じ
ょ
」
へ
移
設

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
施

設
は
『
認
知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
』
と
『
認
知
症
対
応
型
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
』
の
二
事
業
を
行
う

こ
と
と
な
り
、
利
用
者
様
に
対
し
、

「
通
所
」
か
ら
「
入
居
」
ま
で
一

貫
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

『
認
知
症
対
応
専
門
施
設
』
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
、
新
た
な
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

元
々
、
十
八
名
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
か
ら
、
一
日
十
二
名
定
員
の
認

知
症
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
変

更
と
な
っ
た
た
め
、
利
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
は
基
準
上
必
要
と
さ
れ

る
倍
以
上
の
面
積
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

テ
ー
ブ
ル
や
ソ
フ
ァ
ー
、
リ
ハ
ビ

リ
用
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ど
、

余
裕
を
も
っ
て
配
置
す
る
こ
と
が

で
き
、
様
々
な
利
用
者
様
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
個
別
の
対
応
を
行

え
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

認
知
症
の
方
は
最
近
の
物
事
を

忘
れ
て
し
ま
う
方
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
の
変

化
に
対
し
て
も
、
状
況
を
理
解
で

き
な
く
な
っ
た
り
、
不
安
を
感
じ

た
り
し
て
し
ま
う
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
。

し
か
し
、
適
度
に
身
体
を
動
か

し
た
り
、
脳
を
使
っ
た
り
し
な
が

ら
、
ご
本
人
が
好
き
な
こ
と
、
楽

し
い
と
思
う
こ
と
を
行
う
こ
と
で

認
知
症
の
進
行
を
予
防
・
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
施
設
の

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
も
親
し
み
の

あ
る
場
所
、
物
、
人
等
を
通
し
て
、

適
度
に
活
動
が
で
き
る
よ
う
配
慮

し
て
い
ま
す
。

今
後
は
認
知
症
対
応
専
門
施
設

と
し
て
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
心
が
け
、
利
用
者
様
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
快
適

に
活
動
し
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
に
注
意
し
つ
つ
、
中
之

条
商
店
街
と
い
う
立
地
を
活
か
し

た
買
い
物
や
散
歩
等
の
活
動
、
周

辺
観
光
地
の
四
万
や
伊
香
保
等
へ

の
外
出
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

系
列
診
療
所
で
あ
る
吾
妻
脳
神
経

外
科
循
環
器
科
（
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
）
と
円
滑
な
連
携
を

図
り
、
職
員
勉
強
会
等
を
通
し
て

情
報
交
換
を
行
い
、
相
談
が
で
き

る
関
係
性
を
構
築
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
で
困
っ
た
ら
こ
こ
。
」

と
い
う
施
設
に
な
れ
る
よ
う
、
様

々
な
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 代表ＴＥＬ 0279-75-4165
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・電子メールの場合 pr-section@kijokai.or.jp https://kijokai.or.jp/
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沼田脳神経外科循環器科病院
〒378-0014 沼田市栄町8

ＴＥＬ ０２７８-２２-５０５２

(ドック直通)０１２０-４０-２２８８

沼田クリニック
〒378-0014 沼田市栄町61-3

ＴＥＬ ０２７８-２２-１１８８

沼田クリニック 歯科
〒378-0014 沼田市栄町61-3

ＴＥＬ ０２７８-３０-３００３

訪問看護ステーションまつかぜ
〒378-0053 沼田市東原新町1549-1

ＴＥＬ ０２７８-２２-６１５３

(居宅直通)０２７８-２５-４４０１

ぬまたとね総合在宅ケアセンター
〒378-0015 沼田市戸鹿野町238-1

ＴＥＬ ０２７８-２３-２５２６

ホームケアまつかぜ
〒378-0053 沼田市東原新町1549-1

ＴＥＬ ０２７８-２０-１１８５

グループホーム沼田公園前
〒378-0042 沼田市西倉内町658

ＴＥＬ ０２７８-３０-２２０１

輝城会重度介護支援センター
〒378-0053 沼田市東原新町1442-7

ＴＥＬ ０２７８-２２-１０４０

吾妻脳神経外科循環器科
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町760-1

ＴＥＬ ０２７９-６８-５２１１

城西クリニック
〒371-0033 前橋市国領町二丁目13-23

ＴＥＬ ０２７-２３４-７３２１

あがつま在宅ケアセンター
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町705-1

ＴＥＬ ０２７９-６８-５４８８

(訪問介護直通)０２７９-２５-８１３１

みんなの家なかんじょ
〒377-0424 吾妻郡中之条町大字中之条町967

ＴＥＬ ０２７９-７５-４１６５

なかんじょ在宅ケアセンター
〒377-0424 吾妻郡中之条町大字中之条町1869-5

ＴＥＬ ０２７９-７５-２８００

かがやき訪問看護ステーション
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町5278

ＴＥＬ ０２７９-２５-８１１０

かがやき在宅ケアセンター
〒377-0801 吾妻郡東吾妻町大字原町5278

ＴＥＬ ０２７９-２６-２６８０

かがやき訪問看護ステーション渋川
〒377-0008 渋川市渋川1192-1 上毛ビル2F

ＴＥＬ ０２７９-２６-７２６８

かがやき訪問看護ステーション前橋
〒371-0034 前橋市昭和町三丁目6-15

ＴＥＬ ０２７-２８８-０５７３

社
会
医
療
法
人

輝
城
会

特別養護老人ホーム菜の花館
〒379-1203 利根郡昭和村大字糸井1757-311

ＴＥＬ ０２７８-３０-３３３１

菜の花館園原
〒378-0324 沼田市利根町園原870

ＴＥＬ ０２７８-５６-９２００

みんなんち園原
〒378-0324 沼田市利根町園原871

ＴＥＬ ０２７８-５６-９２１０

菜の花館本町通り
〒378-0047 沼田市上之町1149

ＴＥＬ ０２７８-２２-５５５１

ナーシングケア本町通り

なのはな訪問看護ステーション
〒378-0047 沼田市上之町1149

ＴＥＬ ０２７８-２２-３３５５
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ズパド-ワスク ルロ

タテのカギ ヨコのカギ

タテ、ヨコのカギをヒントに解きます。

二重線で囲まれたａ～ｄ文字を並べ変えてできる
言葉が答えです。

タンバラ

前回の

クロスワードパズル

答え

２ 正しい答え。

３ 中の方。家。自分が活動している
所。外の反対。

４ 雪や氷の上を滑らせて走る乗り物
または運搬具。

５ 英語で切断すること。一部分を削
除すること。髪を切ること

６ 畳をしいた日本風の部屋。

８ 食べ物を盛る、浅くて平たい容器。

１ 新年を祝って食べる料理。

４ ある事態の始末をつけるために必
要な手続きをとること。
（別解釈）2014年冬の五輪、

○○オリンピック。

５ 関係。つながり。

７ 「追試験」の略。

９ 雨や雪のしずくが凍って、軒先な
どから棒状に垂れ下がったもの。

答
え

a b c d

医療施設 介護施設

シ モ ツ

ヤ

シ

ト

ド

レ

ン

ム

タ

ゲ

バ

サ ミ

ウ ラ

ソ

2 3 4

5

8

10

1

a b

6 7

10

c

d

カ

9

2 3

4

8

1

a

b

5 6

c d

9

7
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無料送迎のご案内

沼田クリニックでは通院

手段にお困りの方を対象に

路線送迎（右の路線）及び

個別送迎（沼田市街地のみ）

を無料で行っています。

ご自身で運転ができない

方、ご家族の送迎が難しい

方、公共交通機関を利用す

るのが困難な方や介護保険

の通院介助が利用できない

方など通院にお困りの方は

ご相談ください。

ただし、ご利用には条件

がありますので沼田クリニ

ックの職員までおたずねく

ださい。

１．無料送迎サービスはご本人やご家族による通院が困難な方を対象にさせていただいております。

可能な限りご家族による送迎をご検討ください。

２．送迎の予約は前日までにお願い致します。当日の予約は承っておりません。

３．予約をいただいている患者様には前日の午後３時までに迎えの時間をご連絡させていただきます。

※午後３時を過ぎても連絡がない時はお手数ですが確認のお電話をお願いいたします。

４．個別送迎は、時間の指定は承っておりません。先着順で配車をさせていただいております。

※予約は１ヶ月前より受け付けております

●ご利用にあたって

永井宿 猿ヶ京温泉

たくみの里

遊神館

後閑駅

宝川入口

湯桧曽朝日神社

水上駅

上牧駅

戸倉

道の駅
尾瀬かたしな

白根発電所

幡谷入口

大原

尾合

根利集会所
しゃくなげの湯

多那郵便局

花咲の湯川場湯原

吉祥寺

高平

深山大橋

ユートピア赤城

津久田小学校

津久田駅

沼田クリニック

送迎路線図

水上方面 サンモール駐車場 宝川入口バス停 粟沢バス停 湯桧曽朝日神社前 サンモール駐車場 湯檜曽郵便局

新治方面 猿ヶ京郵便局前 猿ヶ京郵便局前 猿ヶ京郵便局前 永井 十二神社前 猿ヶ京郵便局前 猿ヶ京郵便局前

片品方面 戸倉バス停 白根発電所前バス停 戸倉バス停
①道の駅尾瀬かたしな

②幡谷入口
白根発電所前バス停 道の駅尾瀬かたしな

白沢～川場方面

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

深山大橋（公民館前）

根利方面

赤城方面

(有)木村工務店
作業場交差点

根利集会所バス停

●方面別出発地

※出発地により運行ルートが変わります。詳しくは沼田クリニック職員までおたずねください。


